
計画3･1

新生児ニホンザルのストレスに対する反応

川上消文 (出心女子大 ･文 ･心理)

咋咋皮に引き続き､突放を重ねた｡新生児ニホ

ンザルを対象として､ストレス場面に普 くここで

はホワイトノイズ)を呈示すると､ストレスが綬

和されるがどうか確かめるというものである｡反

応指標は.唾液中および血中コルチゾルと行動評

定である｡ (今回の分析には唾液中コルチゾルは

含めない｡)採血をストレスとし,採血前後の血

中コルチゾルを分析した｡コルチゾル倍が上昇し

た切合†､下降した場合 1と衷すことにする｡採

血時の様子をビデオに拘り､それを表情と泣き声

の両から評定した｡ 10秒 1こま当たりの評定平

均値 (0-2)を算出した｡
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の方がコルチゾル値が下がった｡行動に表すこ

とによりストレスを発手放させるという研究知

見とは一致したことになる｡(突願に当たり協力して下さった､正長研の

鈴木樹理 ･友

永雅己.現?_心の井榊麻子の絹氏に三羽忠を空そする｡ ) 計画3-2霊長矧こおける

ストレス応訴こ駆ける研究錫村明生 (奈良医大･神内)､田丸 司 (奈良医大 ･

神内)､伊藤由旦 (藤田保御大 ･神内)､鈴木

料理(京都大 ･霊長類)苦状態などの精神

障書､気分の変調などの発症横序は不明であるが､

これらが後退症を残さず治りうることを考えると､

脳の横質的な変化よりも一時的な機能調節障事と考

えられるoこれらの桟能調節因子を探索する目的

で､アカゲサルにヒトでは箭状態を引き起こすことが

知られているインターフェロンαを環与し､髄液中

のサイトカイン､モノア●ミンおよびその代謝産物を

検索し､彰状態の発症粒序にアプローチした｡本年皮は

アカゲザル4豆花をもちい､無治療群､5日3

0万単位屈 のインターフェロンαを10日間道注､つ

いで､週3回のわりで7週間注射した｡前､1-12週目に血液､髄液

を採取し､血清､馳液中のサイトカイン(a.･1.

2.3,5,6,TNFα.那 )､モノアミンおよびその代

謝産物を測定した｡本年度は､行動祝祭法として､

ビデオモニターを用いた｡血清､髄液中のサイト

カインには有意な上昇は見られなかった｡インターフェロン注射群で1週目

から髄液中の tyrosin､tryptophan､M肝Gの


